



―『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1251 ～ 1264 年）
中沢敦夫，宮野裕，今村栄一
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (12) 
―『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1251 ～ 1264 年）
中沢敦夫，宮野裕，今村栄一
6759〔1251〕年　
【マゾフシェ公コンラート一世の死：1247 年 8 月 31 日】
ポーランドの大いなる公 (князь великий лядьскый)コンラート (Кондратъ)が死んだ 1）。かれは
栄誉に充ち【810】，いとも善良だった。ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] はかれ〔の死を〕
惜しんだ。
【マゾフシェ公ボレスワフ一世の死：1248 年春】
その後，かれ〔コンラート〕の息子でマゾフシェ公のボレスワフ (Болеслав) が死んだ 2）。
【シェモヴィト一世のマゾフシェ公位継承の経緯：1248 年】
〔ボレスワフ一世は〕，ダニール公 [I111] に聴き従って，マゾフシェを自分の兄弟のシェモ
ヴィト 3）(Сомовит) に与えた。かれ〔ダニール〕の姪でアレクサンドル [I121] の娘のナスタシ





チイ年代記 (11)：注 279]を参照。かれは，公位を相続して間もない 1248年に没している。その時期につ
いてバルザー，フルシェフスキイ等は 1248年 3月～ 12月の間と推定している [Котляр 2005: С. 278]。






ル [I111] の娘（Переслава の名が伝わる）を妻としたというものがあるが，史料にその根拠は見当た
らず不確かである。もしそのような結婚が成立していたら，ダニール兄弟とマゾフシェ公との関係に常
に注意が払われている本年代記に言及されていなければおかしい。また，現代の系譜学者ドムブロフス
キも Переслава の存在やそのような結婚の可能性を認めていない [Домбровский 2015: С. 364-403]。
－ 116 －
??????????
ア (Настасья) が，かれ〔ボレスワフ〕に嫁いでいたからである 4）。かの女はその後，ハンガリー
の貴族ドミトル (Дмитр) に嫁いだ 5）。その年にシェモヴィトはマゾフシェ〔の公座に〕座した。
【ダニール兄弟はヤトヴャグ人討伐の共同遠征をシェモヴィトに呼びかけ，自らはドロギチン
経由でヤトヴャグの地への遠征を始める：1248/49 年冬】




ではダニールの братучада となっており，この語はダニールの従兄弟 (брат) であるベルズ公アレクサ




再婚が成立したと推定される時期（1244～ 1247年，ドムブロフスキイは 1245年 8月以前と推定）に
は，かの女の父アレクサンドル [I121] はすでに亡く，父を継いだ兄弟のフセヴォロド [I1212] とダニー
ルは良好な関係にあったことから，この結婚もダニールの政策的な意図が強くはたらいたと考えられる
[Домбровский 2015: С. 412-417]。
5）この「ドミトルという名のハンガリー貴族」(боярин угорьский, именемь Дмитр) については，本年
代記 6727(1219) 年の記事に，ハンガリー王カールマンのガーリチ遠征に従軍した者（おそらく軍司令
官＝貴族）の一人として，ドミトル (Дмитор) の名が挙がっており [Стб. 737][ イパーチイ年代記 (10)：
280 頁，注 301]，時代的には 20 年ほどの幅があるが，この人物と同一視する説がある [БЛДР-5: С. 
494, 504]。この人物はハンガリーの大貴族（マグナート）アバ (Aba) 一族出身の宮中伯 (palatinus) と
されている。しかし，ドミトルは一般的な名であり，ハンガリー史料にアナスタシアについての言及が







気）のために遠征は中断されている（[ イパーチイ年代記 (11)：注 475] 参照）。本遠征の時期は年代記
の時系列（シェモヴィトの公位継承直後）と遠征には川や沼地が氷結する時期が適していることから
1248/49年冬季と見るべきだろう（[Котляр 2005: С. 279] も参照）。
　　本遠征の動機として，ヤトヴャグ人のヴォルィニ公領の北西境界地帯への来襲が頻繁に繰り返されて
いたこと（[ イパーチイ年代記 (10)：注 429-433][ イパーチイ年代記 (11)：注 413] を参照）が挙げられ
ている [Котляр 2005: С. 278]。カルピニの修道僧ヨハネスの旅行記にも「わたしどもの旅行はルテニ
ア人〔他版ではリトアニア人〕のために死の危険の連続でした。ルテニア〔リトアニア〕人は可能とあ
らばいつでも，しばしば人目をしのんでルーシの領土，とりわけわたしどもの通路にあたる地方を襲っ
た [ カルピニ，ルブルク 1967：65 頁（68頁も参照）] との記述がある。この「リトアニア人」は「ヤ
トヴャグ人」も含まれていると考えられる [Пашуто 1950: С. 280-281]。
－ 116 － － 117 －
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ふたり〔ダニールとヴァシリコ〕はボレスワフから軍司令官スード (Суд) とシグネ












グ人のすべての地の〔者たちが〕集まり，ダニール [I111] に対してネビャスト 12）(Небяст) とい
8）「スード」(Суд)と「シグネフ」(Сигнѣв)は，ボレスワフ一世の治世 (1233年～ 1247年 )にポーランド（マ
ゾフシェ）から派遣されてダニールに仕えていた軍司令官 (воевода) で，ダニール兄弟のもとでヤトヴャ
グ人，リトアニア人，騎士団勢力などに対する共同の防備にあたっていたと考えられる。シグネフにつ
いては，本年代記の 6765(1257) 年（下注 213）および 6776(1268) 年の記事でも言及されている。
9）「ドロギチン」 (Дорогычин) はベレスチエから北西へ 15km ほどの西ブグ川河岸の城砦で，現在のドロ
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かれらは決起すると，自分たちのコルイマグ，すなわち幕営 17）を焼いた。いわゆる主日の日曜
日のことだった。
ダニール公 [I111] は前衛として出発し，ボレスワフ配下のポーランド人たち 18）とともに遠く
へと離れて行った。ヴァシリコ [I112] はシェモヴィトとともに〔本隊に〕とどまった。ラゾ












17）ここの，「幕営，陣営」を意味するチュルク語起源の「コルイマグ」(колымаг) の語とスラブ語 стан 
による説明の並記は，1211年のハンガリー人によるズヴェニゴロド攻撃の描写の際にも使われている





19）「ラゾリ」(Лазорь) は反ダニール派のガーリチ貴族ドマジル (Домажир) 一族の当主ラゾリを指してい
るのだろう（[ イパーチイ年代記 (11)：注 394]）。かれはこの遠征に，ダニールの呼びかけに応じて参
加したが，ダニールとは行動をともにせず，後衛部隊を指揮していた。ここでラゾリの振る舞いが好意
的に描かれていないのも，それまでのかれの政治的立場が反映しているのではないか。6725(1217) 年
の記事（[ イパーチイ年代記 (10)：278頁，注 294]）にすでにかれについての言及があることから，か
なりの年配者だったと思われる。
20）この記述からも，ダニール＝ヴァシリコの対外的な遠征軍の中にポロヴェツ人（ハンガリーからの傭
兵？）が混じっていたことがわかる（[ イパーチイ年代記 (11)：注 426] 参照）。
21）「宮廷官アンドレイ」(Андрѣй же дворьский) はダニールの重臣貴族であり，この時にはヴァシリコ
のいる本隊に身を置いていた。かれについては，すでに 6733(1225 年 ) の記事に，デミヤンと並んでダ



































27）「エウク川」(рѣка Олегъ) は，下注 30 で рѣка Лъкъ と表記される川と同じもので，ナレウ川 (Narew)
の支流ビエブジャ川 (Biebrza) の右岸支流で，現在のエウク川 (Ełk) に相当し，訳語も現代語で表記し
た。この川は古プロシア語で Luks と呼ばれ，そのポーランド語形 Łęg/Łęk から Лъкъ の表記が発し，
場所をあらわす前置詞 we と融合した語形 Wełku から Олегъ の表記が発した（現在のポーランド語表
記 Ełk も同様）と考えられる。
－ 120 － － 121 －

















と思われるが，語義は不明。文脈から解釈して「茂み」とした。別の戦闘場面の文言 ис хвороста （茂
みから引き出す）（下注 203）に相当すると思われる。枝をもちいた人工的な逆茂木とする説もある











33）「バルタ人」(борты; барты) は，「湿地」を意味する *bor- から形成されたと考えられ，ドゥスブルグ
のペトルス (Petrus de Dusburg) の『プロイセン年代記』(Chronicon terrae Prussiae)（1326年頃成立）
に Bartha （バルタ）として表記されるプルス人の代表的な部族である。ラヴァ川＝ウィナ川（Лава-
Łyna) の中下流域，シフィナ川 (Świna) 流域，マムルィ湖 (Mamry) 周辺に広範な居住区域を持っていた。


















36）この「木槍で大木を支える」(поддрьжати древо суличами) の比喩表現は，「衆寡敵せず」を意味す
る格言で，おそらくダニール軍の周辺で用いられていたものを，ここではブルス人の口から言わせたの
ではないか。
37）「ヴィズナ」(Визьна, Визна) は，ナレウ川 (Narew; Нарев) 右岸に位置する城砦で，現在のヴィズナ




39）ロマン公が「獅子のごとく異教徒を」( <...> на понганыя, яко левъ) 討ったことについては，まっ
たく同じ表現が本年代記の冒頭 [Стб. 716] に記されている [ イパーチイ年代記 (10): 231頁 ]。直前の
「栄光の歌が唱われ」(пѣснь славну пояху) の一節も含めて（この語句は口承文芸のブィリーナの中
で славу поют の定型句として伝わっている [ 水上 2005]），本年代記が一貫して，おそらくガーリチの




ク帰還物語とその息子コンチャクへの讃辞にも見ることができる（[ イパーチイ年代記 (10)：233-234 頁，
注 20] 参照）。
－ 122 － － 123 －









ザ 45）(Ракушьска) とシチリア 46）(Штирьска) の地をひとりで領有して，大公 (герцог) はすでに殺
されていたからである 47）。
41）ダニールは，1247年に息子レフ [S2]とベーラ四世の王女コンスタンツァの婚姻同盟を結んで（[イパー
チイ年代記 (11)：注 485] 参照）からは，ハンガリー王とは同盟関係にあった。
42）この「ドイツ人と戦争をしていた」とは，1246年 6月にバーベンベルク家出身のオーストリア大公フ












44）この「皇帝」(царь)は，神聖ローマ皇帝フリードリヒ二世（Friedrich II）（在位 1220 年～ 1250 年）のこと。
[ イパーチイ年代記 (11)：注 157] 参照。
45）「ラグザ」(земля Ракушьска) の地とは，現在のクロアチアのドゥブロヴニク (Dubrovnik) の古名，ラ
グザ（Ragusa; Ragusium）にその名が由来し，アドリア海沿岸のダルマチア最南部一帯をさしている。
ここでは，皇帝フリードリヒ二世が支配を確立した範囲の南境界地方のこと。
46）「シチリアの地」(земля Штирьска) は，ドイツ語のシュタイアーマルク地方 (Steiermark) に相当し，
現在のオーストリア南部地方を指す。
47）この「大公」(герцюкъ; ドイツ語 herzog からの借用語 ) は，以前の記事でやはり「大公」(гѣрцик) 
として言及されていた [ イパーチイ年代記 (11)：注 158]，オーストリア大公 (herzog) フリードリヒ二






の司教 49）(пискупъ Жалошьпурьскый, рекомый сольскый)，ブルノのハインリッヒ 50）(Гарих 


















現在のスロヴェニアのプトゥイ (Ptuj; Пѣтовь, ドイツ語 : Pettau，ラテン語 : Poetovio, Poetovium，ハ
ンガリー語 : Potoly）出身者で，ロシア語訳は Ота Гартеньник と文綴して，「オットー・ハレテニク」
(Отто Гаретенник) という人物に比定している。ただし，その出自等は不明。
52）「革を重ねた馬鎧」(в коярѣхъ кожанныхъ) の кояр の語は用例がこの個所だけの稀な語だが，モンゴ
ル式の革と鉄の馬鎧を意味するチュルク語からの借用と推定される。[Горелик 1987: С. 197, 200]
53）「鎧」(ярыки) は，革と鉄の鎧をあらわすチュルク語起源の言葉。
54）この王の「馬の傍らを行く」振る舞いは，1235年にダニールがベーラ四世のハンガリー王戴冠式の時
の儀礼における振る舞いと類似であり [ イパーチイ年代記 (11)：注 120]，ハンガリー王に対する臣従の
身振りと理解すべきである [Майоров 2014: С. 226] 参照）。「ルーシの習慣」(обычай рускъ) というの
も，両君主の上下関係が慣例として定まっていたということだろう（下注 56も参照）。
55）この「絹織物」 (оловир) の語について，マイオーロフは，中世ギリシア語 holoverus に由来し，これ




[Майоров 2014: С. 229-230]。
－ 124 － － 125 －












その年，ミンダウガス (Миндогъ) は自分の甥のタウトヴィラス 58）(Тевтевил) とゲドヴィダ





[Майоров 2014: С. 227]。ここでも上注 54と同様に「ルーシの習慣」が言及されており，全体として
この言葉は，両君主の主従関係を無視したダニールに対する，ハンガリー王の皮肉とも解釈できるだろう。
57）ベーラ四世はこのポジェグ（ブラチスラヴァ）での皇帝の使節団との和議で一定の合意を見たため，
この時は戦闘までには到らず，ダニールは撤兵を余儀なくされた [Котляр 2005: С. 282]。



























61）「ヴィキンタス」 (Выконт) については，6723(1215) 年の記事でロマン一族と和を結ぶために派遣され
た（実際は 1219/1220 年）ジェマイティア公の一人として言及されている（[ イパーチイ年代記 (10)：
276頁 ] 参照）。かれがジェマイティア公であること，タウトヴィラスにとっての「母方の伯叔父」
(вуй) であることはこれに続く叙述でも繰り替えされている（下注 84参照）。なお，「母方の伯叔父」に
ついては，イパーチイ写本は съ воемь своими （自分の軍隊とともに）となっているが，諸現代語訳に






スラヴィチ勇猛公 (Михаил Ярославич Храбрый） [K48] が「異教のリトアニア人によって殺された」
とあり，続いて同じ冬に「ズブツェフ〔ヴォルガ川上流でスモレンスクからは北東へ 220km ほど離れ
た城市 Зубцов〕でスーズダリ公〔スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [K6] のこと〕がリトアニアに




なっていた 1219年の条約がミンダウガスによって破棄され，対立的関係に転化した [Пашуто 1950:
С.246-47]。
－ 126 － － 127 －










ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] の二人は，ヴィキンタス (Выкыньт) をヤトヴャグ人，ジェ





と理解する説もあるが（[Домбровский 2015: С. 325] など），のちに息子のシヴァルン [S5] がミンダ
ウガスの娘と結婚しており，これは教会法上の禁止（6親等の間の結婚）に触れることになり不自然で
ある。ロシア語訳の注は，「かれら二人の姉」(сестра...ею) を，従姉妹 (двоюродная сестра) と解釈して，



















を占領する：1249 ～ 1250 年】
ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] は，ノヴォグルードク 69）(Новогород) へ向けて進軍を始
めた。ダニール [I111] とかれの弟のヴァシリコ [I112] は，息子 70）〔レフ [S2]〕と評議して〔次
のことを〕決めた。すなわち，弟〔ヴァシリコ〕はヴォルコヴィエスク 71）(Волковыескь) を攻め，









68）「われらの兄弟」(наша братья)「ドイツ人の兄弟たち」(немци братья) の「兄弟」とは，リヴォニア






70）この「息子」(сын) は文脈からみてダニールの息子であり，年齢的にみてレフ [S2] を指すと思われる。
71）「ヴォルコヴィエスク」(Волковыескь) は，現在のベラルーシ，グロドノ州の州都ヴァウカヴィスク
(Ваўкавыск) に相当する。スロニムからは西へ 60km ほど離れている。この城市はミンダウガスの息子
ヴァイシュヴィルカス (Войшелк) の支配地とされており，リトアニア公にとっては重要な拠点だった








せた可能性を指摘している [Котляр 2005: С. 284 ]。
－ 128 － － 129 －



















75）「神の騎士たち」(божии дворянѣ) は，ドイツ騎士団の騎士が自称していた称号 "Ridder Gots", 
"Gottesridder" の翻訳借用語。13世紀のノヴゴロドの年代記にもこの意味でこの表現が用いられている。
76）当時のリガ司教はニコラス・ナウエン (Nicholas of Nauen)（在位 1229～ 1253年）だった。
77）「リガの騎士団長アンドレアス」(Андрѣй мастер рижьский) は，当時のリヴォニア騎士団（ドイツ
騎士団）団長 (Landmaster) のアンドレアス・フォン・シティールランド（Andreas von Stierland）（在位：
1248-1253 年）のこと。






年後の 1253年 7月に，ミンダウガスはリガにおいて，アンドレアスの主導により，ヘウムノ (Chełmno,
ドイツ語名 Kulm) 司教ハインリヒ = ハイデンリヒ（Heinrich-Heidenryk）（在位 1245–1263年）の手
でキリスト教徒の王として戴冠を受けた（[Пашуто 1950: С.247][Пресняков 1939: С. 50-51] 参照）。
－ 130 －
??????????


















は，下注 253にも言及があり，最高神 ( リトアニア語  dievų rikis) を指すという説が有力である。さら
には「神の鞭」( リトアニア語 Dievo rykštė) と解釈して，雷神（ロシア語のペルーン，リトアニア語の
ペルナス）の別名とする説もある。
81）リガ司教ニコラス・ナウエンのこと（上注 76を参照）。
82）「リガ人の主席」 (пребощь ви-рьжань) は，リガ司教に次ぐ役職である「主席」（プロボスト，propst, 







れて追放されることになった（[Пресняков 1939: С. 50-51] 参照）。
84）タウトヴィラスとヴィキンタスの関係については上注 61を参照。
－ 130 － － 131 －























シのバラナヴィチ区ゴロディシチェ (Гарадзішча) に同定している [Ермаловіч 2001: С. 317]。
86）このミンダウガスにとっての「義理の兄弟」(шурин) について，ロシア語訳の注は，当時ナリシャナ















タウトヴィラス (Тевтивилъ) はレブヴァ 90）(Ребва) を〔使者としてダニールのもとに〕派遣し
て，「ノヴォグルードク (Новъгород) へ進軍せよ」と言った 91）。
ダニール [I111] は，弟のヴァシリコ [I112]，息子のレフ [S2]，ポロヴェツ人たち，すなわち




6723(1215) 年の記事に Вишимут の表記で，講和のために遣された侯のひとりとして言及されている





(Tverai) 上注 88) におり，そこからダニールに使者を遣って，ミンダウガスが支配する黒ルーシ地方の
拠点ノヴォグルードクの地を掠奪して弱体化することを進言したのだろう。
92）「テガク」(Тѣгакъ)はダニール配下のポロヴェツ人の首長の名。かれはダニールにとって「自分の姻戚」
(сват свои) となっており，側近的な存在だったのだろう。この「姻戚」(сват) の解釈については，ダニー
ルの息子ムスチスラフ [S4] がテガクの娘と結婚していたというのが通説になっていたが（[Baumgarten 
1927: tabl. XI n. 12]，ウクライナ語訳注など），ドムブロフスキイは，ムスチスラフではなく，ロマン
[S3] が 1248年から 1251年にかけてテガクの娘と結婚していたと主張している。その場合，この結婚は，
1252年のロマンとオーストリア大公姉妹ゲルトゥルードとの結婚（下注 113参照）の前に破綻してい
た（妻の死亡？）ことになる [Домбровский 2015: С.376, 378]。
93）ピンスクは，ダニール等ヴォルィニの諸公が，ノヴォグルードクへ遠征するための集合と中継の地点
であっただけでなく，ダニール等には，ピンスクの地の諸公（次注）を遠征に動員する意図があった。
94）この「ピンスク諸公」(князи же пиньсцѣи) はミハイル・ロスチスラヴィチ [B321322] とその同族諸
公を指している。かれらが「奸計を弄していた」(имѣяху лесть) とは，ヴォルィニ公領の北辺の支配
において，かれらはダニール兄弟に対して臣従関係にありながら，密かに近隣のリトアニア諸侯と通じ
ていたことを指している。これについては，6755(1247) 年の記事を参照（[ イパーチイ年代記 (11)：注
403, 404]）。
－ 132 － － 133 －

















【ダニール軍は，ミンダウガスが支配していた黒ルーシ地方を占領する：1252 ～ 1253 年】
その後，〔ダニールは〕，弟〔ヴァシリコ〕と息子のロマン [S3] とともに自分の家来たちを
95）「ズィヤト湖」(озеро Зьято) は，ウクライナ語索引によれば，現在のベラルーシ，ブレスト州イヴァ
ツェヴィチェスク区 (Ивацевичесий) の ヴィゴノシチャン湖 (Выгонощанское)（別名ヴィゴノフコエ
湖 (Выгоновское озеро)，ベラルーシ語では Выганаўскае, Выганашчанскае) に相当する。ピンスク
からだと北へ 60km ほど離れている。
96）「シチャリヤ川」(Щарья) は，ネマン川左岸から発して南へ流れる現在のベラルーシのシチャラ川
















ミンダウガスは自分の息子を派兵して，【820】トゥールスク (Турьск) の周辺を掠奪した 103）。
【ミンダウガスはダニールに講和と婚姻同盟を提案する：1253 年】
その年，ミンダウガスはダニールに〔使者を〕派遣して和を請い，親愛すなわち姻戚となる
99）「グロドノ」 (Городенъ) は，現在のベラルーシの州都グロドノ (Гродно），ベラルーシ語でフロドナ
（Гродна）を指している。この城市についての『イパーチイ年代記』におけるこれまでの記述は『キエ
フ年代記』6691(1183) のグロドノ (Городенъ) の火災についての記事 [ イパーチイ年代記 (8)：200 頁，




















トは，この時点で，ダニールの勢力は黒ルーシ地方を支配していたとさえ考えている [Пашуто 1950: С. 
246]。
－ 134 － － 135 －















104）この「姻戚となること」(о сватьствѣ) とは，ダニールの息子シヴァルン [S5] とミンダウガスの娘と








106）ミンダウガスはこの時期 (1252～ 1253年 ) に，リトアニアの内部の支配を固めるために，周辺諸国
に対して，領土の譲歩，贈与，キリスト教の受容など積極的な融和政策を展開していた（上注 79参照）。
ジェマイティア人とヤトヴャグ人（諸侯）に対する贈物もその政策の一環である。





それは，パンフィロスのエウセビオス 108）(Евьстѣвий Памьфилъ) や他の年代誌の記者が，アダ
ムからキリストまでの〔年代を〕書き込んだときのように。われらは，すべての年代を書き入
れることにしよう，後から計算をしながら 109）。
【オーストラリア大公フリードリヒ二世の死とそれに続く権力闘争：1246 年 4 月 15 日】
フリードリヒ (Фридрих) と呼ばれた大公 (герьцюк) が殺されてから 110）（かれは戦って，ハン
ガリー王に勝ったのだが，戦闘で自分の貴族たちの手で殺された），殺された者の名誉や大公
領，〔すなわち〕ラグザ (Ракушьска) の地とシチリア (Штирьска) の地 111）をめぐって，力ある人
間たちの間で騒動が起こった。ハンガリー王 (король же угорьск рикс)〔ベーラ四世〕とチェコ
王 112）(король чѣшьск) がこれ〔二つの地〕のために戦ったのである。
【ダニールの息子ロマンはオーストリア大公の姉妹ゲルトゥルードと政略結婚する：1252 年 6 月】
ハンガリー王は立ち上がると【821】支援を求めた。ドイツの地を手に入れようと望んでい
た。かれ〔ハンガリー王〕はダニール [I111] に使者を遣って，こう言った。「〔そなたの〕息子
ロマン [S3] をわしのもとに派遣せよ。わしはかれに大公 (герцик) の姉妹を嫁がせ，ドイツの
地を与えよう 113）」。そして，〔ハンガリー王は〕ロマン [S3] とともにドイツ人のところに行き，
108）「パンフィロスのエウセビオス」(Евьстѣвий Памьфилъов; Ευσέβιος, Eusebios)（263年頃～ 339
年）は，カエサリアの主教で「パンフィロスの息子」を通称とした。代表作は年代記風の『教会史』






にある年代は，後代の再編集によって生じたことがわかる（[ イパーチイ年代記 (10)：227頁 ] を参照）。
110）オーストリア大公フリードリヒ二世闘争公が戦死した（「殺された」）ことについては，上注 47を参照。
この部分の記事は上注 47の部分の記述の継続のような書き方がされている。









結婚は破綻せざるを得なくなり，ロマン [S3] は 1253年に，妻を棄ててルーシへ帰国することになる
[Домбровский 2015: С. 376-377]（下注 191も参照）。
－ 136 － － 137 －










【ダニールはオパヴァ遠征の途上，クラクフでボレスワフ五世と会見する：1253 年 6 月】





115）「同族」と訳した ужика はギリシア語の συγγενής の訳語としてスラブ語文献に入った言葉で，広く
一族の者という意味を持っている [Колесов 1986: С. 49-50]。ここではベーラ四世とダニールとの姻戚
関係（次注）を強調するための同義語反復表現として使われているのだろう。
116）ハンガリー王ベーラ四世にとってダニールが「姻戚である」( ми и сватъ еси) とは，ダニールの息
子レフ [S2] がハンガリー王ベーラ四世の娘と結婚していたことを指している。ダニールは 1240 年に，
息子（おそらくはレフ [S2]）とベーラ四世の娘の結婚を提案しているが，これは失敗に終わった [ イパー
チイ年代記 (11)：注 272,273]。しかし，国際情勢の変化によって，ダニールがバトゥ参内から帰国した
1246年に，ベーラ王から政略結婚を受ける意志が示され，翌年にズヴォーレンでの講和によって，レ
フとベーラ四世の娘王女コンスタンツァの婚約が決まった [ イパーチイ年代記 (11)：注 485]。この結婚
は 1247年には成立していたと考えられる [Домбровский 2015: С. 371-372]。
117）「自らの行路をとって」(поиде...путемь своимь) 行軍したのは「ハンガリー王」であるという読みも






れる [Мартынюк 2016: С. 122-123]
120）「ボレスワフ」(Болеслав) は，クラクフのポーランド公ボレスワフ五世純潔公 (Bolesław V 







たのだから。勇猛公スヴャトスラフ [03] も，ウラジーミル聖公 [06] も〔そうしたことは〕なかっ
た 122）。神がかれ〔ダニール〕の望みを適えさせたのである。
〔ダニールは〕急ぎ，戦争へと急行した。自分の息子レフ [S2] を伴い，弟のヴァシリコ [I112]
からは千人長ユーリイ 123）(Юрьи) の援軍を得て，ボレスワフと会見するとクラクフを出発した。
【ダニールとレフの遠征軍はクラクフからモラヴィアへ向かうがオポーレ公の妨害に遭う：
1253 年 6 月】
かれら〔ダニール軍〕はオドラ川 124）(рѣка Одра) のコズリイ 125）(Козлии) の城市に到着した。
かれ〔ダニール〕のところに，【822】ミェシュコ・ラスコノギ（の息子の）カジミェシュの息
121）ハンガリー王ベーラ四世の娘のキンガ（クニクンデ）は，1238 年にボレスワフ五世に嫁いでいた。[イ




6472(964) 年の項で「沢山の勇敢な軍兵を集め，自身も勇敢だった」(нача воя съвокупляти многы и 
храбры. Бѣ бо и самъ хоробръ) と「勇猛」(храбр, хоробръ) であったことが強調されており，この部
分があだ名の出典だろう。「ウラジーミル・スヴャトスラヴィチ」[06] はスヴャトスラフの息子でルー
シ国家をキリスト教化した名君とされている。ダニールの事蹟を，ウラジーミル公 [06] の対外遠征と
対比して称賛する手法は，6737(1229) 年のダニールのポーランド遠征の記事にもある [ イパーチイ年代
記 (10)：315頁，注 485]。また，初期ルーシ公をあだ名とともに言及するのは，6738(1230) 年記事の
「呪われたスヴャトポルク」(оканьны Святополкъ)[07] の個所でも見ることができる [ イパーチイ年代
記 (11)：注 8]。ここには，記録する事蹟の評価のために，初期ルーシ諸公の事蹟を参照するという，本
年代記記者（編者）独自の歴史観を見て取ることができる。  
123）「千人長ユーリイ」(тысяцкий Юрьи) は，6734(1226年 ) の記事で，ペレムィシェリの代官を務め
ていたムスチスラフ [J51] 配下の人物 (Юрьи тысящ) として登場したユーリイ・ドマメリチ (Юрьгий 





Koźle) を指しており，オーデル川河岸に位置し，当時の公国の中心オポーレ (Opole) からは南東に約
50km 離れていたが，オポーレ＝ラチブシュ公領の南境界の拠点地だった。
－ 138 － － 139 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
子であるヴワディスワフ 126）(Володислав) が〔援軍に〕やって来た。かれらはプシナ川 127）(рѣка 
Псна) に到達した。そして，ダニール [I111] とレフ [S2] は，どこへ討伐〔の部隊〕を差し向け
るべきかについてヴワディスワフと評議した。かれ〔ヴワディスワフ〕は真実を話さず，偽り
の案内人を〔ダニール等に〕与えた。
























127）「プシナ川」(рѣка Псна) は，オーデル川左岸支流でポーランド語で Psina または Cyna と表記され






































－ 140 － － 141 －

























132）「ベネシ」(Бенешь) は，人名ではなく，プラハ南東約 37kmにある古い荘園地ベネショフ (Benešov)
を指し，ここではそこの出身者（領主＝騎士）のことを言っている。すぐ先に言及されているアンドレ
アス（上注 129）と同じ人物だと推定される。
133）この「コルィマグ」(колымаг) はチュルク語で軍事用の天幕のこと。直後に陣営 (стан) というスラ
ブ語で言い直している。まったく同じ表現が，[ イパーチイ年代記 (10)：255頁，注 143] にもある。

























136）「グルビチチ」(Глубичич) は，当時の城砦 (город) で，現在のポーランド，オポーレ県 (Opole) のグ
ウブチツェ市 (Głubczyce) に相当する。先のナシェドレ村からは，北方向に 17kmほど離れている。
137）「薪束」(примет) による占領とは，薪束（木切れや枝を束ねたもの）に火を付けて城壁や城内へ向け
て投石機で投擲したり，薪束を投じて城砦の壕を埋めて，城内への侵入を容易にする戦術のこと。





ン・シャウエンブルグ (Bruno von Schauenburg）（在位 1245-1281 年）の息子だったという説もある
が [БЛДР-5: С.507]，チェコ史料では司教ブルーノの側近 (стольник) で臣下とされている [Комендова
2014: С. 159, Прим. 14]。少なくともチェコ側を代表する有力な人物であったことは確かである。
140）「この剣を送った」(присла...мечь) 所作は，通常のテキストの読みからは降伏の儀礼と解釈できるが，
チェコの歴史家からは，この所作は戦闘継続の意志の表明であり，西欧的な騎士儀礼を知らないダニー
ル側が誤解して年代記に記したという説が出されている [Комендова 2014: С. 159]。
－ 142 － － 143 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
【ダニールはポーランドを通過して帰還の途につく。帰途クラクフで教皇使節団と遭遇する：













































147）「ヴェロナとカミエンの司教たち」 (пискуп Береньский и Каменецький) は原文では単数形になっ
ているが，二人と解釈して，前者はイタリアのヴェロナ (Verona) 司教のヤクブ・ブラガンザ (Jakub 
Braganza) を比定し，後者はポーランド，ポメラニア地方のカミエン（Kamień Pomorski：ドイツ語 
Cammin in Pommern) 司教ヘルマン・フォン・グライヒェン (Hermann von Gleichen) に比定する説が





150）戴冠式の時期についてはフルシェフスキイの説に拠った [Грушевьский-Хронологія: С. 358]。ド
ンブロフスキは 1253年 12月末とより限定している [Kronika halicko-wołyńska: s. 193, przyp. 1079]。
過去の研究では時期の推定にユレがあり，1254年に入ってからという説もある。コトリャールは 1253
年 10 月～ 11月（ウクライナ語版の年代）をもっとも可能性がある時期としている。
151）戴冠式の出席者についてはドンブロフスキが次のような推定を行っている。教皇側から教皇特使
(legatus) のオピゾ (Opizzo) とクラクフ司教ヤン・プランドタ (Jan Pranndota) を初めとするポーランド
人司教たち（ヤン・ドウゥゴシュ史料による），ポーランド側からはマゾフシェ公シェモヴィト一世と
おそらくクラクフからポーランド大公ボレスワフ五世，ルーシからダニールの母，弟ヴァシリコ，息子
レフ，さらにホルム司教イヴァンを可能性のある出席者として挙げている [Dąbrowski 2012: s. 359]。
－ 144 － － 145 －

























ス (Wit) にとって，立地上もっとも適合していたことを理由としている [Dąbrowski 2012: s. 356-358]。
153）1253年の王位就任を受けて，本年代記ではこれ以降，「ダニール王」(король же Даниил; Даниил 
же король) の呼称が普通に用いられるようになる。




めることができ，先に言及されたヤトヴャグ人スコモンド (Скомонд; Скуманд) が誤記された形ではな










156）この「現在まで廃墟」(о донынѣ пусто стоить) の「現在」について，パシュートは，1247-1263 年
ホルムの主教イヴァンによって編集された編集単位の年代記資料の存在を推定しており，その場合には，
この部分が編集が終了した 1260 年代の中頃を指すことになる。[Пашуто 1950: С. 92]。
157）「ライ」(Рай) の「湖」と「美しい丘」の地名は，この遠征の行路と到達地を知るための唯一の手が
かりだが，従来から通説によって，現在のポーランド，ポドラシェ県（Województwo podlaskie）のラ
イグルド湖 (Jezioro Rajgrodzkie) とその東岸の町ライグルト (Rajgród）に比定することができる。エ
ウク (Ełk) 川（上注 27）左岸支流のイエグジニア (Jegrznia) 川の源流（湖尻）にあたる部分に位置して
おり，1248/49年冬の遠征先とほぼ同じ，ヤトヴャグ人の支配地である（上注 7以下を参照）。
なお，コトリャールはラッパポルトの考証に拠って，これをウクライナのヴォルィンスカ州スタロヴィ
ジェスキイ区 (Старовыжевский）ヤロヴィシチェ村 (Яровище) に比定し，付録の地図にも場所を記
している。その理由として，「〔ヤトヴャグ侯ステキントの〕館が，常にヤトヴャグ侯の侵略で荒廃させ
られていた地域，つまりドロギチン，メリニク，カメネツあたりのヴォルィニ北方境界よりも遙か離れ







推定している [Dąbrowski 2012: С. 332]。
159）これまでの記事の時系列を遡った事件であることから，年代記記者が加えた文言。このタタール人
のバコタ到来について，コトリャールはフルシェフスキイによって 1252年末のことと推定している
（[Котляр 2005: С. 297]）。確かに，先の記事のヤトヴャグ人討伐が 1253/54年冬だったのに比べれば，
それ以前の出来事ということになる。
160）「バコタ」(Бакота) は，ガーリチからドニエストル川を約 175km下った左岸に位置する城市で，現
在のフメリニツキイ州カメネツ＝ポドリスキイ地区のバコタ村 (Бакота) に相当する（[ イパーチイ年代
記 (11)：注 296] 参照）。交易，産業（塩業）の中心地で，ガーリチ公ダニールのポニジエ地方支配の拠
点城市だった。
－ 146 － － 147 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
した。ミレイ (Мѣлѣй) はかれらに寝返った 161）。
ダニール [I111] はリトアニア人討伐のためノヴォグルードク (Новъгородокъ) へ【829】戦争
のために出陣していた 162）。雪融けの時期だった。〔それゆえダニールは〕自分の息子レフ [S2]
をバコタへ討伐のため派遣した 163）。






チイ年代記 (11)：注 314～ 323]，ミレイもまた，このような人物の後継者として高位の職にあったの
ではないか。なお，コトリャールはバコタ在地の軍司令官として，ミレイがボロホフ公だった可能性も
容認している [Котляр 2005: С. 297]。

















生沢 2007：56-77 頁 ][ ハルパリン 2008：69-78 頁 ] 参照）






ブニコフ系写本は яша Милѣя и баскака となっている。後者の場合は「ミレイと監督官を捕まえた」
つまり，ミレイと監督官（バスカク）は別の人物だったとも読むことができ，タタール人監督官はその










その後，クルムシ 168）(Куремьса) がクレミャネツ 169）(Кремянец) 方面へ到来して，クレミャネ






167）クルムシ到来の時期について，フルシェフスキイは 1254年としており [Грушевьский- Хронологія: 
С.359]，ヴォイトヴィチは 1253/54年冬と推定している [Войтович 2011а: С. 274]。
168）「クルムシ」(Куремса)（ラテン語史料ではコレンザ (Corenza)）については，1246年のダニールの
バトゥ参内の記事ですでに言及されている [ イパーチイ年代記 (11)：注 458]。かれはタタール人のガー
リチ・ヴォルィニ地方支配を担う首領で，ドニエプル下流地方一帯に根拠地を置いていた。
169）「クレミャネツ」(Кремянец)は，は，現在のウクライナ・テルノーピリ州クレメネツ市 (Кременець) 
に相当し，ベリヤ川 (Велья) とイクヴァ (Иква) 川の上流地帯に位置している。この地方では，強固な












けて監督官 (баскак) になったルーシ人とする見方もある [Григорьев 2004: С. 24]。
172）アンドレイが持っているという「バトゥの文書」(Батыева грамота) は，おそらく監督官（バスカク）
（上注 165）の認許状のようなものだったのだろう（[Jusupović 2016: s. 109-110, 209] 参照）。
－ 148 － － 149 －















かれ〔ダニール〕がグルーベシェフ 176）(Грубешев) に近づこうとしていたとき，6 頭のイノシ
173）この「イジャスラフ」は，ガーリチの支配権をタタール人の援助によって獲得しようとしていること
から見て，ガーリチの公座に野心があり 1236-37 年にミハイル [G41] と同盟してガーリチを攻撃した
イジャスラフ・ウラジーミロヴィチ [C43211] と考えることができる。ただしその場合，相当な年齢であっ
たはずである。この人物の事蹟については [Котляр 2005: С. 200-301] が詳しく分析をしている。
　　なお，フルシェフスキイは，このイジャスラフを，キエフ公だったムスチスラフ・ロマノヴィチ [J12]
の息子イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [J123] で当時スモレンスク公だった人物としている。しかし，































レフ [S2] は，かれ〔ガーリチにいたイジャスラフ〕のもとからフョードル (Федоръ) が塩の
地 179）(солемь) へ派遣されたことを聞くと，自分の家来を伴っただけでかれ〔フョードル〕を追
いかけた。〔フョードル〕自身は逃げおおせたが，その家来たちは捕まった 180）。
177）戦勝祈願のためのダニールの聖ニコライに祈ったことについては，[ イパーチイ年代記 (10)：304 頁，
注 424；(11)：注 133] を参照。
178）ここで言及されている「無法のハンガリー人」(безаконьи угрѣ) が屋根に登ったというのは，1221
年 3月にムスチスラフ [J51] が再度ガーリチへ入城をして統治を始めたときのガーリチ城内でのハンガ




て，前出の塩鉱山「コロミヤ」(Коломыя)（[ イパーチイ年代記 (11)：注 303]）を指すとしており，こ
れならガーリチから近く（南へ 70km)，またハンガリーへ逃れる経路にもなり，合理的な読みである
（[Котляр 2005: С. 302]）。なお，クリピャケヴィチは現在のリヴィウ州スタラ・シーリ村 (Стара Сіль)




－ 150 － － 151 －
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【リトアニア諸侯との講和。ミンダウガスの娘とダニールの息子シヴァルンの結婚；1254 年】
その後，ヴァイシュヴィルカス (Войшелкъ) がダニール [I111] と和を結び 181），ミンダウガス






ルードク (Новогородъкъ) を与え，自分〔の所領〕からはスロニム 184）(Вослонимь) とヴォルコヴィ











182）この結婚については，上注 104 を参照。なお，シヴァルン [S5] の生年は 1236～ 1240 年頃と想定さ


















ダニール [I111] は，弟〔ヴァシリコ [I112]〕，息子のレフ [S2] と年少 190）だったシヴァルン [S5]
とともにヤトヴャグ人討伐へ出発した。
ノヴォグルードクにもロマン [S3] を呼び寄せるための使者を派遣した。ロマン [S3] はかれ
〔ダニール〕のもとに，全てのノヴォグルードク人 (новгородци) と共に，また自分の岳父グレー
188）ヴァイシュヴィルカスがアトス山に到達できなかった理由について，6770(1262) 年の記事では，そ
のときその地（アトス山の地方）では「大いなる騒乱があった」(мятежь бысть великъ) としている（下
注 404 参照）。
189）このヤトヴャグ人討伐遠征の時期について，フルシェフスキイ，コトリャール [Котляр 2005: С. 
303] は 1254/55年冬と推定しており，ウクライナ語訳およびキビンは 1255/56年冬と年代比定を行っ
ている [Кибинь 2014: С. 49]。どちらかに定める決定的な論拠はないが，記事の時系列から見て，後者
を採りたい。
190）シヴァルン [S3] の生年（上注 182参照）をかりに 1240 年とすると，15～ 16歳ということになる。
－ 152 － － 153 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
ブ 191）(Глѣб)と共に，スヴィスロチ 192）(Вислочьскый)の〔公〕イジャスラフ 193）(Изяслав)と共にやっ
て来た。








191）「自分の岳父グレーブと共に」(с отць своимъ Глѣбомъ) について，ロシア語訳はイパーチイ写本を






たグレーブ（下注 306 参照）の娘と 1254-55 年に結婚して（ロマンにとっては三度目の結婚）この城
市の支配公になっていた (1255-1260 年 ) というのが通説になっている [Котляр 2005: С. 303]。ただし，
ドンブロフスキは，グレーブはのちのタタール人将軍ブラルダイ (Бурундай) のリトアニア遠征のとき
にダニールの手でヴォルコヴィエスクの公に据えられたと解釈しており，この時点でグレーブがどこ
の領主だったかは不明としている [Домбровский 2015: С. 379]。なお，ナザレンコはこのグレーブを
リューリク裔の人物で，グロドノ公の一族（フセヴォロド・ダヴィドヴィチ [F11]）の末裔ではないか
と推定している [Назаренко 2000: С. 187-188]。
192）「スヴィスロチ」(Вислочьскый) は，現在のベラルーシのフロドナ州スヴィスラチ区の都市スヴィス
ラチ (Свіслач) に相当し，グロドノから南へ 82km，ヴォルコヴィエスクから西へ約 15kmに立地して，
かつてはヴァイシュヴィルカス支配下の付属城市だったものが，近隣のヴォルコヴィエスクとともに譲











































－ 154 － － 155 －
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らを追った。ダニール [I111] と【833】レフ [S2] はかれらに向かって突進し，大声で「走れ，
走れ，ヤトヴャグ人に向かって」と叫んだ。ヤトヴャグ人は〔ダニール軍が〕たちまちやって
来たのを見て，耐えきれなくなり，敗走に転じた。〔しかし〕かれらは村の中に到ると，再び戻っ





















ブルグのペトルス (Petrus de Dusburg) の『プロイセン年代記』(Chronicon terrae Prussiae) に Crasima 
として記されている地名に相当する。現在のポーランド，ヴァルミア・マズーリ県のスコメントノ湖
(Jezioro Skomętno) 東岸一帯の古名とされている。[Петр из Дусбурга 1997: С. 313]
201）「ポケナ人」(покѣнцѣ) もヤトヴャグ人部族を指しており，前注の史料で Pokima及び Kymenow と
記されている地名に相当する。前注のクリスメナ人の居住区よりも西に隣接して居住していた。[Петр 
из Дусбурга 1997: С. 311]
202）原文は Нѣсть в силѣ брань, но в Бозѣ стоить побѣда で，文字通りの句は聖書にはないが，『箴言』
21:31の「〔人は〕戦いの日のために馬を備える，しかし勝利は主による」（конь уготовляется на день 













(Буряля)，ライモチ族 (Раимоче)，コマト 206）族 (Комата)，ドール族 (Дора)〔の城市〕を焼き，城
























－ 156 － － 157 －


















209）「人質を差し出し」(дающе таль) はイパーチイ写本の読みで，フレーブニコフ系写本では дающе 
дань（貢税を差し出し）となっている。コトリャールはイパーチイ写本の読みを誤りとしているが
[Котляр 2015: С. 304]，どちらを本来の読みとするか定める確かな根拠はない。直後に人質についての
言及があり（下注 210 参照），またルーシ公と異族の間の和議の際に人質 (таль) をとることは行われて





り [ イパーチイ年代記 (11)：174頁，注 14]，同一人物の可能性もあるが，やや年代が離れ過ぎている。
なお，後の 1259年のブラルダイ到来の記事ではホルム防衛の司令官として言及されている（後注 343
参照）。
212）「オコジョ」の原語は бѣль（フレーブニコフ系写本では бѣло）。 














重大な誓約を行ったが 217），ロマン [S3] に対してそれを遂行することはなかった。かれ〔ハンガ







214）ダニールの父ロマン公 [I11] が 1196/97年冬にヤトヴャグ人討伐遠征を行ったことについては，『キ
エフ年代記』6704(1196) 年の記事で「ロマンは，かれらの領地を焼き払い，報復をして，帰郷した」




217）この「重大な誓約」(обѣт велик) とは，上注 114でベーラ四世が行った「誓約」(обѣт) を指して
おり，内容としては上注 113にある，ゲルトルードとの政略結婚の代償として，「ドイツの地」(земля 
нѣмѣцкая) をロマンに与えることが中心である。
218）「イネペルツェ」(Инепѣрьцѣ) については，先行研究（ロシア語，ウクライナ語訳，[Котляр 2005: 
С.305] ではウイーンから南南東へ約 15kmのヒムベルグ＝バイ＝ウイーン (Himberg bei Wien) に比定
する説が有力だが，新しい研究では，ウイーンの中心地から北へ 12kmほどの郊外にあるクロスターノ
イブルグ (Klosterneuburg) の修道院を指す可能性が高い。この場所は，13世紀の史料では Niwenburg, 
Neuenburg と並んで Naburga claustralis などの綴りがあり，この Naburuga > Neburka > Неперца の
音推移によってこの綴りが推定できる [Матрынюк 2017: С. 140]。
219）「公妃」(княгини) はロマンの妻ゲルトゥルードを指している。
220）これは原文では「大いなる誓い」(клятва... великая) だが，上注 114及び上注 217の「重大な誓約」
(обѣт великий) と同じことを指すだろう。
－ 158 － － 159 －

























222）「ポプリシチェ」(поприще) はギリシア語のスタディオン (σταδίων) に対応する距離の単位で，当時
はおよそ 1850m に相当した [Романова 2017: С. 203-204]。



















クレミャネツ (Кремянецькая) におけるクルムシ (Кремьса) との戦争 227）ののち，ダニール
[I111] はタタール人に対する戦争を起こした。〔ダニールは〕弟〔ヴァシリコ [I112]〕と息子
〔レフ〕と評議をして，ディオニシイ・パヴロヴィチ 228）(Деонисий Павлович)〔が指揮する部隊
を〕派兵して，メジボジエ 229）(Межбожие) を攻略した。その後，ダニール [I111] とヴァシリコ
[I112] の家来たちはボロホフ 230）(Болохов) を掠奪し，レフ [S2] の〔家来たちは〕ブグ川流域地
225）「プロスヴェルと称するヴェレンゲル」 (Вѣрентгѣрь, прирокомь Просвѣл) とは，オーストリア史料
にも言及されているオーストリア貴族のヴェルンハルド・プロイセル (Wernhard Preußel) を指している
[Пашуто 1950: С. 256]。 かれはロマンの妻ゲルトルードの支持者の一人だった。
226）これについては，上注 184～ 186を参照。ロマン [S3] は 1253年末～ 1254年初めにウィーン郊外
を脱出して父ダニールのいるホルムに行き，1254年末にはヴァイシュヴィルカスから得た所領ノヴォ




229）「メジボジエ」(Межбожие) は，南ブグ川上流左岸ブジョク川 (Бужок) 河口に位置し，ポニジエ地方
（ボロホフの地）の主要な城市（[ イパーチイ年代記 (11)：198頁，注 115] 参照）。現在のフメリニツクィ






点城市を指している（[ イパーチイ年代記 (11)：注 57] を参照）。
－ 160 － － 161 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
方 231）(Побожье) を〔掠奪し〕，タタール人の配下の者たちを〔掠奪した〕。
【ダニールはシヴァルンを派遣してボロホフの地のタタール人支配地を攻略する：1255 年春】
春になると，〔ダニールは〕自分の息子のシヴァルン 232）[S5] をゴロドク 233）(Городок)，セモ
ツィ 234）(Сѣмоць) およびすべての城市の討伐に派遣した。〔シヴァルンは〕ゴロドク，セモツィ
およびタタール人の味方をしているすべての城市，そしてゴロデスク 235）(Городескь) とテテレ
フ川 236）(Тетерев) 河岸沿いの諸城市 237）をジェディチェヴィエフ 238）(Жедьчевьев) まで攻略した。
ヴォズヴャグリ人 239）(возвягляне) はシヴァルン [S5] を欺き，〔シヴァルンが派遣した〕家令




「デャディコフ」(Дядьков) なども含まれるかもしれない（[ イパーチイ年代記 (11)：注 329～ 332]）。「レ
フの家来たち」(людье... Львови) の部隊はリヴォフ（下注 268）から進発したのだろう。
232）シルヴァルン [S5] は 1254/55年にリトアニア侯ミンダウガスの娘と結婚しており（上注 182），当時
は父親のダニールと一緒の行動をとっていたか。
233）この「ゴロドク」(Городок) は，スルチ川中流左岸支流のツェレム川 (Церем) 右岸に位置する城砦で，
現在のジトームィル州，ノヴォグラド＝ヴォルィンスキイ区のゴロディシチェ村 (Городище) に相当す
る。
234）「セモツィ」(Сѣмоць) は，スルチ川中流左岸支流スミルカ川 (Смілка) 右岸に位置する城砦で，現在
のジトームィル州，スエムツィ村 (Суємці) に相当する。
235）「ゴロデスク」(Городескь) はテテレフ川（次注）中流左岸に位置する城砦で，現在のジトームィル





川 (Гнилопять) の流域の城砦（例えばコテルニツァ (Котельница) など）も含むだろう。全体としては
ボロホフの地の東にあたる。




239）「ヴォズヴャグリ人」(возвягляне) は，城市ヴォズヴャグリ (Возвягль) の住民で，この城市は，ス



















241）「ベロベレジエ人」(бѣлобережцѣ) は，城市ベロベレジエ (Бѣлобережье) の住民で，南ブグ川の最
上流支流ブジョク川 (Бужок) 河岸に位置する城砦で，現在のフメリニツクィ州クラシリウスキ区のベレ
フリ村 (Берегелі) 近郊の遺構に当たると推定される。ボロホフの地の南に属している。
242）「チェルニャチン人」(чарнятинци) は，城市チェルニャチン (Чернятин) の住民のことで，この城市
は，スルチ川上流支流イコポタ川 (Ікопота) 河岸の城砦でボロホフの地に属していた。現在のウクライナ，
フメリニツクィ州のヴェリクィ・チェルニャチン村 (Великий Чернятин) に相当する。
243）「ボロホフ人」(болоховци) は，城市ボロホフ（上注 230）の住民のこと。
244）これらの城市の住民はボロホフの地の南部（スルチ川最上流域，南ブグ川最上流域）に居住している














－ 162 － － 163 －
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翌日，ダニール [I111] が大部隊を率いて，自分の弟〔ヴァシリコ〕と息子のレフ 250）[S2] と
ともにやって来た。住民はこれを見て，かれらは恐怖にとらわれ，耐えることができずに，降
伏した。〔ダニールは〕この城市を焼き，住民を〔城内から〕連行すると，これを山分けした。




〔その後遅れて〕ロマン [S3] とリトアニア人 252）は城市〔ヴォズヴャグリ〕に到来した。リト
アニア人は城市に攻めかかったが，〔城内には〕焼け跡と広場を走り回る犬どもの他には何も
見出さなかった。〔リトアニア人は〕がっかりして唾を吐き，自分たちの言葉で「ヤンダ」と言っ
た。〔これは〕自分たちの神であるアンダイ (Андай)，ディヴィリクス (Дивирикс) とすべての
自分たちの神々 253），すなわち悪鬼の名を唱えて呼びかけたのである。
その後，ロマン [S3] は小勢の家来を伴って父親〔ダニール〕の後を追い，他の者たちは帰
郷させた。ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] は〔勝利を〕言祝ぎ，レフ [S2] は帰郷の途に
248）「コレツク川で」(на Корейки) は，フレーブニコフ系写本では на Корецку となっており，スルチ川




250）レフ [S2] はすでにリヴォフ（下注 268参照）に拠点を置いており，リヴォフから遠征に参加し，遠
征後はリヴォフに帰郷したと考えられる。
251）ダニール等がヴォズヴャグリ攻略の後にキエフ公領へ進攻しなかったのは，ロマンとリトアニア人の











スク 254）(Лучьск) の周辺を掠奪した。〔このことについて〕ダニール [I111] にもヴァシリコ [I112]
にも知らせることはなかった。




















256）「オレクサ」(Олекса) は，アレクセイ・オレシコ (Олексия Орѣшьк) の名で，1227年のルチェスク
でのヤロスラフ [I122] 捕縛事件の記事で，ダニール側の軍司令官として記されている [ イパーチイ年代
記 (10)：305 頁，注 426]。記名やあだ名（「木の実」を意味する）から見て，若く地位は高くなかった
のだろう。かりにこれが同一人物だとすれば，約 30 年後のこの時点で，宮廷官に出世し，高齢になっ
て弟のヴァシリコに仕えて従軍していたということになる [Jusupović 2016: s. 230-231]。
257）「戦利品の分け前」は原文では сайгат というチュルク語起源の語が用いられている。1244年頃のリ
トアニアとの戦闘の描写でも同じ言葉が使われており（[ イパーチイ年代記 (11)：248頁，注 399]），リ
トアニアとの戦いの場面に特化した用語と考えられる。
－ 164 － － 165 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
フヴァル 258）(Хвалъ)（かれはチェルニゴフの地で大殺戮を行った 259）），ルシコフ一族のシルヴィ





クルムシ (Куремьса) は，ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] 討伐の遠征を行った。それに
ついては報告はなかった 262）。
ヴァシリコ [I112] は〔ヴラジミルへ〕やって来ると，ヴラジミルで〔兵を〕集めた。ダニー









(Рушковичи) は，6723(1215) 年のリトアニア諸侯使節団来訪の記事で，有力な一族から 7人の侯の名









263）あとで記されるように，レフ [S2] はガーリチ地方の城市リヴォフ (Львов) において公支配を行って
いた（下注 268を参照）。

































王の娘コンスタンツァと結婚した（[ イパーチイ年代記 (11)：注 485] 参照）ことが，建都の切っ掛けに
なった可能性は高い（[Котляр 2005: С. 310] 参照）。リヴォフは，古都ガーリチとダニールの拠点地ホ
ルムとの中間に位置し，戦略上の好位置にあった。
269）リヴォフから城市ベルズ (Белз) までは北に向かって 60km ほどの距離があり，さらに北に 92km離
れたところにホルム（現在のヘウム）が位置している。リヴォフから北の一帯は平地が広がっており，
それを「ベルズの野」(поле белзьскыи) と呼んでいるのだろう。
－ 166 － － 167 －










































275）「ウグロフスク」(Угорескь) はフレーブニコフ系写本の表記が  Угровескь で，これに拠った読み
が通名になっている。ヴォルィニ地方，西ブク川中流域支流ウゲル川 (Угер) の河口に位置し，現在
のポーランドのウフルスク村 (Uhrusk) 近く （ウクライナのヴォルィンスカ州のノヴォウグルスケ村




1210 年頃にヴラジミル公になったアレクサンドル公 [I121] がこの城市を自分の領地にしている（[ イ





記 (10)：285頁，注 330] と記されていることからも確認できる。
277）「ホルム」(Холм)は普通名詞としては「丘」を意味することから，地形由来の名称であることがわかる。
278）ダニールが聖金口イオアン (святой Иоанн Златоуст) に篤い信仰を向けていたことは，本年代記で
この聖人について言及が多いこと，ダニールの甥ウラジーミル・ヴァシリコヴィチ [I1121] の洗礼名が
イヴァン〔イオアン〕(Иван) であることからも了解される。先行研究では，金口イオアンがダニール
の守護聖人であった可能性も指摘されているが，確証されてはいない [Литвина, Успенский 2006: С. 
533-534]。
－ 168 － － 169 －



















279）この聖金口ヨハネに献じられた教会は，城市の中央に築かれた現在の高い丘 (Wysoka Górka) に，公
の館（下注 283参照）と並んで建てられていたと推定される。なおこの教会については上注 145でも
言及されている。
280）「フェドラ」(Федора)，ギリシア式でテオドラ (Феодора; Θεοδώρα) は，ロマン公 [I11] と最初の妃
プレディスラヴァ（Предислава, キエフ公リューリク [J22] の娘）との間の娘で，生年は 1082 年頃。
ダニールにとっては腹違いの姉にあたる。1187-88 年に当時のガーリチ公のウラジーミル・ヤロスラヴィ
チ [A12111] の息子（おそらくヴァシリイ）と政略結婚させられたが，情況の急変によりたちまち破綻
して実家に戻され [ イパーチイ年代記 (8)：236頁，注 324]，この部分の記述によるとキエフに身を置
いていた（次注）と思われる [Домбровский 2015: С. 302-304]。
281）この「テオドロス修道院」(монатырь Федора) は，1129 年にムスチスラフ [D11] がキエフのウラ
ジーミル街区に定礎した修道院で，12世紀を通してかれの一族の菩提寺の役割を果たしていた。その後，




282）「オヴルチ」(Уручий, Овручи) はリューリク [J2] 一族の拠点的な領地であり，プレディスラヴァの






ており，高さは 15 ロコチあった 285）。〔塔は〕削った木材で建てられ，チーズを塗ったような白
塗ですべての側面が輝いていた。







城砦から 1 ポプリシチェ 289）離れたところに石の柱が立っている。その上には石造りの鷲が
彫られ，その石〔の柱〕の高さは 10 ロコチであり，頭部と基部を加えれば 12 ロコチである。




と推定している [Майоров 2011: С. 460]。











287）「清廉者」(безмѣздника) は，ギリシア語の ἀνάργυροι の翻訳借用語で，文字通りは「銀を持たない者」
を意味する。この語は通常ルーシでは，聖コジマ (Козьма, Κοσμᾶς) と聖デミアン (Дамиан, Δαμιανός)
の二体聖人をさしており，キリスト教受容の初期から崇拝されてきた。
288）「聖ドミートリイの至聖所」(волтарь пресвятаго Дмитрея) は，コジマ＝デミアン教会に付属して
設けられた，テッサロニキの聖人聖ドミトリオスに献じられた副祭壇 (придел) を指している。
289）1ポプリシチェ (поприще) はおよそ 1.85km に相当する （上注 222参照）。
－ 170 － － 171 －





























時が過ぎ 293），神を恐れぬ悪しきブラルダイ 294）(Буранда) は多くのタタール部人隊とともに大







ダニール [I111] は弟〔ヴァシリコ [I112]〕と息子〔レフ [S2]〕と共に〔協議の席に〕座して，
悲しみながら先のことについて諮った 298）。〔みなは知っていた〕。ダニール [I111]が出兵しても，
293）このタタール人ブラルダイの到来の時期について，フルシェフスキイは前の記事からの時系列からみ
て 1256/57年と推定している [Грушевьский-Хронологія: С. 361]。ただし，『ヴォスクレセンスカヤ
年代記』の並行記事では，1258年の項に「この年にタタール人はリトアニア全土を征服した」として




チ [K3] が殺された記事で，最初に言及されている（[ イパーチイ年代記 (11)：225頁，注 252] を参
照）。ルーシ史料ではおよそ 20 年ぶりの登場だが同一人物と見てよいだろう。1251年にモンケが第 4
代皇帝に就くとき，バトゥの指示によってモンケの援軍に派遣されていることから，西征の後は，サ
ライのバトゥのもとで仕えていたと考えられる。1256年初めにバトゥが没し，後継者とされた息子の
サルタクも 1257年に死亡して，サライでは不安定な政情が続いた（[Карпов 2011: С. 287-288]）。お
そらく，このような混乱の中で，1256/57年にタタール軍のガーリチ・ヴォルィニ地方のモンゴル総
督が，クルムシからブラルダイに交代して，ブラルダイは活発な遠征を展開し始めたのだろう（次注，
[Грушевьский-Хронологія: С. 361] 参照）。











－ 172 － － 173 －













かれ〔ヴァシリコ〕は自分の甥のロマン [S3] を探しながら 303），リトアニアの地とナリシアの














グルードクの城市を支配していたが（上注 185, 224参照），下注 308 にあるように，ヴァシリコの来襲
を知ったヴァイシュヴィルカスによって捕らえられてしまった。そのためヴァシリコはロマンを取り戻
すために探していたのである。
304）「リトアニアの地とナリシアの地」(земля Литовьская и Нальщаньска) とは，いわゆる黒ルーシ地
方ではなく，それより北のアウクシュタイティア地方を指している。中でも「ナリシア」(Нальщаны; 







その後，ダニール王 [I111] は，ヴォルコヴィエスク (Волковыеск) を襲撃して，占領し，グレー
ブ侯 306）(Глѣб князь) を捕虜にすると，かれら〔ヴォルコヴィエスクで捕獲した捕虜たち〕を〔ホ
ルムへと〕送還した。〔ダニールは〕かれ〔グレーブ〕に対しては名誉ある扱いをした。なぜなら，
なによりも〔ダニールが〕ヴォルコヴィエスクへ襲撃を仕掛けたのは，自分の敵であるヴァイ




わち，ヴァイシュヴィルカスはかれ〔ダニール〕の息子ロマン [S3] を捕まえたのである 308）。
305）ヴァシリコ [I112] の息子である「ウラジーミル」(Володимер)[I1121] についてはこの個所が初出。
生年は明確ではないが，間接的な証言を総合すると 1247年末～ 49年秋と推定され [Домбровский 
2015: С. 406]，この時点ではまだ 10 歳に満たなかったため，ヴァシリコはこのときの遠征には加えず
メリニクにいた兄ダニールに妃とともにかれの保護を託したのである。これ以降，本年代記ではかれに
ついて頻繁に言及されている。
306）「グレーブ侯」(Глѣб князь) の文言は，イパーチイ写本では 2回繰り返されているが，これは写字生
















390）の記事に出席者として名がないことから，1260 年頃には没したと考えられる [Котляр 2005: С. 
313]。
－ 174 － － 175 －







メリニク (Мѣлник) に到着した。かれ〔ダニール〕はグロドノ (Городен) に進軍することを望み，
かれら〔遠征部隊〕はみな急いでいた。
【ダニールの遠征軍はヴィズナへ偵察隊を派遣する】




































せず 318），かれら〔タタール人〕はドロギチン 319）(Дорогычин) へ向けて進軍していた。
ダニール [I111] のもとに〔そのことについて〕報告が届き，〔ダニールは〕レフ [S2] とシヴァ
ルン [S5]を去らせた，ウラジーミル [I1121]も〔去らせた〕320）。〔ダニールは〕かれら〔三人に〕言っ
た。「お前たちがわしのもとにいれば，お前たちはかれらの陣営に加わり〔タタール人と一緒に，










イ〕はその捕獲を狙ったように見える」とコトリャールは解釈している [Котляр 2005: С. 314]。しかし，
事態の流れから見れば，前注のようにリトアニア征服戦略にダニールを取り込むための行動であり，「捕
獲」まで想定するのは読み込み過ぎではないか。
319）「ドロギチン」 (Дорогычин) は現在のポーランドのドロヒチン (Drohiczyn) に相当する西ブグ川河岸
の城砦で，ダニールが滞在していたメリニクからだと，西ブグ川を下って 27kmほどと非常に近い。つ
まり，タタール軍はメリニクへ向けて軍を進めたのである。
320）ダニールは，グロドノ遠征のためにリヴォフから呼び寄せた二人の息子レフ [S2] とシヴァルン [S5]，
ヴァシリコが保護を委ねていったその息子のウラジーミル [I1121] をメリニクから「去らせ」(послаша 
<...> вонъ) て，それぞれ帰郷させている。シヴァルン [S5] については呼び寄せの記述はないが，年少
であったため，出発地のホルムから父のダニールに同行していたのだろう。
－ 176 － － 177 －




【しばらくの平静とヴァシリコの娘オリガの結婚：1259 年 10 月頃】
全地は平静だった。
この日々に城市ヴラジミルのヴァシリコ公 [I112] のもとで結婚式が行われた。〔ヴァシリコ
は〕自分の娘オリガ (Олга) をチェルニゴフのアンドレイ・フセヴォロドヴィチ公 [C412211] に
嫁がせようとしていた 323）。そのとき，ヴァシリコ [I112] の兄ダニール [I111] が，自分の二人の
息子レフ [S2]とシヴァルン [S5]とともに〔出席して〕いた。他の諸公も多く，貴族たちも多く〔い
た〕。城市ヴラジミルでは【849】盛大に〔祝いの〕宴が催された。
【ブラルダイの再度の到来，ヴァシリコ等はシュームスクで出迎える：1259 年 10 月～ 11 月】
そのとき，ダニール [I111] とヴァシリコ [I112] のもとに〔ブラルダイの使者による〕報せが
321）すべての写本について，テキストは途切れており，内容的に完結していない。この時期のタタール人
とダニールの関係を証言するはずの重要な記述が中断していることから見て，当然，編集過程での意図
的な破棄が疑われる（[Ужанков 2009: С. 303-305] 参照）。
　　なお，本年代記編集の観点から見ると，この個所で，研究史では「ガーリチのダニール年代誌」
(Летописец Даниила Галицкого) と通常呼ばれている，本『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』の前半部
分の編集単位が終わっている。
322）イパーチイ写本では「1年が経過した」(минувшему лѣту) だが，フレーブニコフ系写本では「2年




セヴォロド・ヤロポルコヴィチ [C41221] の息子と推定できる [Baumgarten 1927: tabl. XII n. 4]。
　　当時のチェルニゴフの支配公については，1246年にミハイル・フセヴォロドヴィチ [G41] がサライ
で処刑されて（[ イパーチイ年代記 (11)：注 368] 参照）以降，年代記ではほとんど言及されていない。
ドニエプル左岸に位置するチェルニゴフ公領はおそらくモンゴル総督クルムシの直接支配に編入されて
公支配は弱体化し，オレーグ一族ではあるが，ミハイル [G41] の遠縁にあたるフセヴォロド・ヤロポル













ヴァシリコ公 [I112] はレフ [S2] および主教〔イオアン〕とともにブラルダイに会うために
出発した。多くの贈物と飲み物 327）を持参し，シュームスク 328）(Шумьска) でかれ〔ブラルダイ〕
と会合した。ヴァシリコ [I112] はレフ [S2] および主教〔イオアン〕とともに，贈物を持って









стоить до рати, а рать до мира) にも見ることができる（[ イパーチイ年代記 (5)：注 73] などを参照）。
326）「ホルム主教イオアン」(Иван) については，上注 290 でホルムの金口ヨハネ教会の献堂式を行った主
教として言及されている。なお，教会の高位聖職者が公の代理人として政治・外交の使節の長として派
遣されることは，当時の慣習としては普通のことだった。













－ 178 － － 179 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
自分のすべての城市〔の防備〕を取り壊せ 330）」。〔そこで〕レフ [S2] はダニーロフ (Данилов)
とストジェク (Стожек)331）〔の防備を〕取り壊した。そして，そこから人を派遣して，リヴォフ
〔の防備も〕取り壊させた。ヴァシリコ [I112] は人を派遣して，クレミャネツ 332）(Кремянѣц) と
ルチェスク 333）(Луческь)〔の防備を〕取り壊させた。
【ブラルダイの怒りを知ったダニールはポーランドへ逃げる：1259】
ヴァシリコ公 [I112] はシュームスクから (ишь Шюмьска)，〔主教〕イオアンを〔城市ホルムの〕









331）「ダニーロフ」(Данилов) と「ストジェク」(Стожек) は互いに 2kmほどしか離れていない城砦で，
ストジェクは現在のテルノーピリ州シュムシク区スティジョク村 (Стіжок) に相当する。ダニーロフは
そこから東北へ 2km離れた丘のダニロフカ村 (хутор Даниловка) 遺構に同定されており，シュームス
クからだと，西北西へ 20km ほど行ったごく近傍である。両方ともダニールの手で丘の上に新しく建設
された城砦で投石機に対する防備に優れていた（[Котляр 2005: С. 315-316] 参照）。ヴァシリコは，恭
順の証として，取りあえず近場の新しい城砦の防柵を壊したということになる。




333）ストルィ川 (Стырь) 中流河岸の「ルチェスク」(Луческь)（現在のルーツク市 (Луцьк)）はヴォルィ
ニ公領にとって中心的な城市で，シュームスクからだと北西へ 90km ほど離れている。































335）「ジタニ」(Житань) は，西ブグ川支流ルーガ川 (Луга) 右岸にあった村で，現在のヴォルィニ州ヴォ
ロディムィル＝ヴォルィンシキイ区ジタニ村 (Житані) に相当する。ヴラジミルへは北西へ約 9km行け
ば到達する。
336）タタール人との外交における酒にかかわる贈物や接待の重要性については上注 327を参照。
337）「ピャチドゥニ」(у Пятиднѣхъ)（イパーチイ写本の読みは у Пятидна）は，ルーガ川 (Луга) 左岸に




語 Tūqā Tīmūr：のちのカザン，カザフ，クリミア諸ハン国王朝の始祖）の息子バイムル (Бай-Тимур)〔バ
イ＝テムル〕に比定している（[Літопис руський, 1989: С. 421，прим. 4]）。
－ 180 － － 181 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
たからである 339）。
ブラルダイは城市〔ホルム〕が堅固で，これを攻略することはできないことを知ると，ヴァ
シリコ公 [I112] に次のように話し始めた。「ヴァシリコ [I112] よ，見よ，これはそなたの兄
の城市である。行って，住民に話すがよい。〔城市を〕引き渡すようにと」。こうして，ヴァ
シリコ [I112] に 3 人のタタール人，すなわちクイチイ (Куичий)，アシク (Ашик)，ボリュイ
(Болюй)という名の者たち 340）を同行させて派遣した。さらに加えて 341），ヴァシリコ [I112]が話
すルーシの言葉を理解する通訳を付けた。かれらは城壁の下にやって来ると，〔ヴァシリコは〕
住民に向かって話し始めた。かれ〔ヴァシリコ〕とともに派遣されたタタール人たちは〔次の
ヴァシリコの言葉を〕聴き始めた。「僕（しもべ）の 342）コンスタンチン 343）(Костянтин) よ，また，




できた（上注 284）という記述がある。つまり，投石機 (порокы) や弩弓 (самострѣлы) を城市中心に
建てた塔の上に持ち上げたのだろう。なお，コトリャールはこの個所について，ホルムは丘の上に高く
盛り土をした城砦だったため，タタール側の投石による攻撃に対しては強い防衛力を発揮した，ことを
強調している [Котляр 2005: С.316-317]。
340）この名が挙げられている 3人はヴァシリコが裏切らないようにする監視役だが，かれらの身分など
詳細については不明。
341）原文は，イパーチイ写本が к тому に対して，フレーブニコフ系写本は Хому と通訳の名前ともとれ
る表記になっている。ここでは，前者の読みを採用した。
342）「僕（しもべ）の」(холопе) という呼格を用いた呼びかけが，政治・社会的従属関係をあらわす言葉
として使われることについては [ イパーチイ年代記 (11)：注 470] を参照。ここでは，ヴァシリコはガー
リチ防衛にあたる貴族に対して，自分が「主人」であり，自分の命令に聴き従わねばならないことを，
この言葉を用いることによって，監視役の 3人のタタール人に知らしめようとしたのだろう（[Горский 
2019: С. 362] 参照）。


















からザヴィホスト 348）(Завихвост) へ向かい，ヴィスワ川 (рѣка Висла) に到着した。そして，ヴィ
スワ川の渡渉地点を見つけると，川の対岸へと渡り，ポーランドの地の掠奪を始めた。
345）ヴァシリコ [I112] に対する「大いなる公」(великый князь) の称号はこの個所が本年代記では初め
てである。これまでこの称号は父親のロマン [I11] に対して使われることが最も多く，さらにヴラジミ









て防衛せよ」とのメッセージであると説明している [Иловайский Т. 1(2) 1880: С. 472 ]。
　　なお，ヴァシリコが，機転を利かせることで敵を幻惑して目前の危機を回避したエピソードは，1230
年のガーリチ貴族の反ダニールの謀議の記事にもあり（[ イパーチイ年代記 (11)：178頁，注 5] 参照），
ヴァシリコの聡明さを生き生きと伝えている。
347）現在のポーランド，ルブリン県の都市ルブリン (Lublin) に相当する。ホルムからは西へ 64kmほど
離れている。なお，この先ブラルダイがとった，ホルム⇒ルブリン⇒ザヴィホスト⇒ヴィスワ川渡河⇒
サンドミェシュの遠征行程は，従来，ダニール等のヴォルィニ公がポーランド（サンドミェシュの地）
へ遠征を行うときのルートであり（[ イパーチイ年代記 (11)：注 375,383] 参照），ブラルダイのこの遠
征路の選択にはヴァシリコ [I112] の関与（助言，案内など）があったことが推察される。
348）「ザヴィフホスト」(Завихвост) は，現在のポーランドのザヴィホスト (Zawichost) に相当するヴィ
スワ川左岸の城市で，ルブリンからだと南西へ 70km ほどのところにある。ここにヴィスワ川の渡河地
点（渡渉地）があった。
－ 182 － － 183 －
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のサンドミエシュ (Sandomierz) に相当する。サヴィフホストからなら，ヴィスワ川左岸沿いに 15km
南へ遡れば到達する。（[ イパーチイ年代記 (11)：注 277] 参照）
350）フルシェフスキイは，『ヴィエルコポルスカ年代記』(Kronika wielkopolska) の中の記述「使徒アン
ドレアス祭日〔11月 30 日〕の前 (ante festum Andrea apostoli)」に拠って，ブラルダイのサンドミェシュ







353）この「記憶に値する仕事をなした」(сотворити дело помяти достойно) の表現は 1281年の記
事でも繰り返し使われている。ヨセフス『ユダヤ戦記』第 6書 3章に「ロギンという若者が記憶に
値する仕事をなした」 «уноша, именемъ Логинъ дело сътвори достойно памяти» との表現があり 
[Мещерский 1958: С. 411]（[ ユダヤ戦記 (3)：46-47 頁 ] 参照），情況も似ていることから，やはり借
用が想定される。
























Najswietszej Maryi Panny) にの礎石部分に，わずかながら古い教会の跡が確認できる [Kronika 
halicko-wołyńska 2017: s. 212, przyp. 1320]。
356）サンドミェシュ住民が城外へ出た事情について『ヴィエルコポルスカ年代記』(Kronika wielkopolska)
の第 130 章に次のように記されている。「ルーシ諸公，すなわちルーシ王ダニールの弟のヴァシリコ
[I112]，それから〔ダニールの〕息子たちレフ [S2] とロマン [S3] は，包囲が長引いているのを見て，
城砦に立て籠もる住民を欺こうと考えた。かれらは身の安全を保障して，住民と会合した。安全の保証
をタタール人に願い，城砦と中の財産を差し出せば，命は助けるだろうと説得したのである。住民は（…）






[Щавелева 1978: С.312] も参照。
－ 184 － － 185 －
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石造りの聖三位一体教会 360）(Святоѣ Троицѣ) があった。城砦は守りが堅くなかったため，〔タ
タール人は〕これを占領すると，貴賤を問わず〔住民を〕斬り殺した。その後，ブラルダイ
(Бурандай) は戻って 361），自分の移動幕舎 (вежа) へと帰って行った。




1262 年 6 月 23 日】
リトアニア人がミンダウガスのところから〔派遣されて〕ポーランド人を掠奪するために進
357）この「ヴィスワ川沿いの防塁の間」(болоньи возлѣ Вислы)は，内城（現在の王宮 (Zamek królewski)）
から南へヴィスワ川に下った場所に築かれた土塁のあった場所を指しているだろう。
358）最終的なサンドミェシュの城市の陥落とブラルダイ軍による住民の殺害は，1295年の教皇ボニファチ
オス 8世の勅書に基づいて，1260 年の 2月 2日と推定することができる。つまり，サンドミェシュ攻
囲戦は 2ヶ月近く続いた大規模な戦闘だった [Kronika halicko-wołyńska 2017: s.211, przyp. 1314]。
359）「ルィセツ」(Лысць) は，歴史的にウィサ・グラ〔狐山〕(Łysa Góra) と呼ばれた山で，現在のシフィェ




難地を指しているのだろう [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 212, przyp. 1324]。
360）この教会について，ポーランド語訳注によると，現在ウィサ・グラの山頂にある聖十字架修道院の建
物の基礎部分には，ロマネスク様式の聖堂の遺跡が確認されており，この聖堂を指していた可能性があ








軍した。オスタフィ・コンスタンチノヴィチ 363）(Остафьи Костянтиновичь)[H441] もかれら〔リ
トアニア人〕と一緒だった。かれは呪われた無法の者で，リャザンから逃亡してきたのだった。
リトアニア人はヨハネの日 364）の前夜，まさにクパラの日に，エズドフ 365）(Ездов) を急襲した。
そこで，シェモヴィト公 366）(Сомовит князь) を殺し，かれの息子のコンラート 367）(Кондрат) を捕
まえた。多くの捕虜を捕獲した。このようにしてから，〔リトアニア人は〕帰郷した 368）。
363）「オスタフィ・コンスタンチノヴィチ」 (Остафьи Костянтиновичь) はギリシア式の名「エフィスタ
フィ」(Евстафий) の異形。リャザン人の共通性と父称から，1242年の記事にある，ロスチスラフ [G411]
の手でリャザンからペレムィシェリへ代官として派遣されていた，コンスタンチン・ウラジーミロヴィ
チ [H44]（[ イパーチイ年代記 (11)：240 頁，注 347]）の息子に当たると推定されている（[Котляр 
2005: С. 263][Носенко 2015: С.164-166] 参照）。1242年にダニール派遣軍に追われてオスタフィは父
とともにガーリチからハンガリーに逃げ，その後，リトアニアのミンダウガスのもとに軍司令官として
勤務したのだろう（[ イパーチイ年代記 (11)：241頁，注 350] 参照）。ここでは，公族でありながら，
リトアニア人のミンダウガスに勤務して，ポーランドへの遠征の指揮をとっていたことから，年代記記
者にとっては「呪われた無法者」(оканьный и безаконый) という形容がなされたのだろう。
　　ただし，ポーランド語訳注は，年代の懸隔があるとして公族説を斥け [Kronika halicko-wołyńska 
2017: s. 213, przyp. 1329]，リャザン出身の貴族 (боярин) だったとしている（ロシア語訳注も同じ）。
364）洗礼者ヨハネ生誕の日で 6月 24日に相当する。記事の時系列やポーランド史料によるシェモヴィト
公の没年（下注 366）から，年代は 1262年と推定される。
365）「エズドフ」(Ездов) は，現在のワルシャワ市内のワジェンキ公園 (Park Łazienkowski) の周辺にあっ
た城砦。現在のウヤズドフ区 (Ujazdow) にその名称が残っている。ヴィスワ川河岸に築かれたマゾフシェ
公領の城砦の一つで，当時シェモヴィト父子はここに拠点を置いていた。
366）「シェモヴィト」(Сомовит) はマゾフシェ公シェモヴィト一世 (Siemowit I Mazowiecki)（在位 1248
～ 1262年）（上注 3参照）のことで，かれはマゾフシェ公就位の時点から一貫してダニール [I111] と
は友好関係を保っており，対ヤトヴャグ人遠征も共同して行っている（1253年 , 1255年）。かれの死の
情況や時期については，ポーランド史料とほぼ一致している [Грушевьский-Хронологія: С. 362-363]。







ズドフ (Iaszowsko, Iaszdow, Iaszden) で捕らえ，大規模な掠奪をおこなったこと，ルーシ人はポーラン
ド人へ憎しみを持っており，シヴァルン（Swamirus, Swarro,）〔ダニールの甥になっている〕が，シェ
モヴィト苛んで残酷に殺したこと，コンラートはミンダウガスの息子〔ヴァイシュヴィルカス〕のおか
げで命がすくわれ，同じ年に買い取られて解放されたこと，などが記されている [Długosz ks.7-8, 2004: s. 
167-168][Dlugossi Liber 7/8, 1975: p. 135-136]。また，同様の情報は『ヴィエルコポルスカ年代記』
(Kronika wielkopolska) の第 138章にも記されている [Великая хроника 1987: С. 188]。ただし，これ
までのダニールとシェモヴィト公との同盟関係や直後の記事のヴァシリコとミンダウガスの対立関係か
ら見て，この襲撃への組織的なルーシ人の参加は不思議である。
－ 186 － － 187 －
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【リトアニア人がカメネツ方面を襲撃する。ヴァシリコは討伐隊を派遣する：1262 年夏～秋】 
ミンダウガスは忘れていなかった。ヴァシリコ公 [I112] が勇者 369）〔ブラルダイ〕とともにリ











と呼ばれていることについては [ イパーチイ年代記 (11)：225頁，注 252] を参照。
370）1256/57年にブラルダイが大規模なリトアニア討伐遠征を行ったとき，ヴァシリコが援軍として従軍
を余儀なくされたことを指している（上注 303 以降を参照）。
371）ヴォルィニの地に Каменец (Камень) の地名をもつ場所は複数あるが，情況から判断して，この「カ
メネツ」(Каменец: フレーブニコフ系写本は Камена) は，プリピャチ川上流支流のツィリ川 (Цырь) 川）
河岸にある，現在のカメニ＝カシルスキイ (Камінь-Каширський) を指している。ヴォルィニ地方北部
に位置し，ヴラジミルからだと，北北東に 95km離れており，ピンスクからだと逆に南西方向に 95km




















チ 378）(Тюдияминовичь Ковдижадъ) がいた。かれら〔リトアニア人〕は多くの捕虜を獲った。
【リトアニア人の来襲に対してヴァシリコは自ら遠征し，ネブリの戦いに勝利する】











そのことについて，ピンスクの諸公 380），フョードル 381）(Федоръ) [B3213111] とデミ
ド 382）(Демидъ) [B3213113]とユーリイ 383）(Юрьи) [B3213112]が聴き知った。かれらは飲み物〔酒〕










ミハイル [B321322]（[ イパーチイ年代記 (11)；注 403] 参照）についての言及があり，1257年頃のダニー
ルのリトアニア討伐の軍司令官としておそらく同じミハイルが言及されている（上注 309）。ここに記
名されている 3人のピンスク公は，このミハイルの次の世代（息子，甥）の諸公と考えることができる。
381）「フョードル」(Федоръ) [B3213111] は 1262年のこの頃に，ピンスクを公支配していた公である。
382）「デミド」(Демидъ) [B3213113] は，フョードル，ユーリイに次ぐ年少者だろう。
383）「ユーリイ」(Юрьи) [B3213112] は 1292年にピンスク公として没している。
384）この「祝宴」(веселитися) が行われたのはネブリの城砦の中だろう。ピンスクからは近く（上注
379），祝宴の酒を運ぶのも容易である。
－ 188 － － 189 －
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387）「テリチ」(Телич: フレーブニコフ系写本は Подтелич) は，ポーランドのティリチ (Tylicz) に相当し，
カルパチア山脈を越えてハンガリー領に入る手前の，ポーランド側国境山脈地帯に位置している。ダニー
ルはホルムからペレムィシェリを経由して，山越えでのハンガリー行きの途上だったのだろう。
388）ウラジーミル [I112] はこの頃は 15歳ほどで，初めての遠征参加だったと思われる。ダニールが「嘆






フ 390）(Тернав) に集合した。ダニール公 [I111] は自分の二人の息子レフ [S2] と【858】シヴァル
ン [S5]とともに，ヴァシリコ公 [I112]は自分の息子のウラジーミル [I1121]とともに〔参加した〕。
ルーシの地とポーランドの地 (земля Руская и Лядьска) について互いに約定が結ばれ，〔約定が〕
尊い十字架〔の接吻儀礼によって〕固められた。こうして，かれらはそれぞれに帰郷した 391）。
【ミンダウガスの死：1263 年秋】













的な遠征に対する対抗策を話合ったと考えるのが時期的にも妥当だろう [Котляр 2005: С. 321]。他方，
パシュートは諸公会議の開催を 1260 年として，直前のブラルダイの遠征に参加したルーシ諸公との敵
対関係の調整を行ったと考えている [Пашуто 1950: С. 284]。
392）ミンダウガスの死の年代については，『ノヴゴロド第一年代記』の 6771(1263) 年の記事に「同族の
陰謀で大いなる公ミンダウガスが殺された」[НПЛ: С. 84, 313] とあり，ポーランド史料も 1263年と
していることから（[Грушевьский-Хронологія: С. 363]），本記事と併せて 1263年秋と比定すること




394）この「専政支配者」(самодержечь) の語は，本年代記の冒頭でロマン公 [I11] について用いられてい
るが（[ イパーチイ年代記 (10)：231頁，注 4），ここでは前注と同様に，死者に対する称揚的な意味で
使われたのだろう。
－ 190 － － 191 －
















リイ・リヴォヴィチ [S21] に洗礼を施した 401）。
395）ミンダウガスの「悪行」についてはすでにこれまでに記事でも語られており，同族の殺害については，
6723(1215) 年の記事のブレヴィチ一族のヴイスマンタス (Вишимут) 殺害とその妻の略取を，追放につ
いては 6760(1252) 年の記事の，甥のタウトヴィラス (Тевтевил) とゲドヴィダス (Едивид) の追放（上
注 60）を参照。
396）上注 181, 183を参照。
397）シヴァルン [S5] とミンダウガスの娘との結婚については上注 104, 182を参照。結婚は，およそ
1254年に成立した。
398）このヴァイシュヴィルカスのノヴォグルードク支配は，いったんロマン [S3] に引き渡したこの城市
を，再び取り戻してロマンを捕虜とした 1257/58年以降のことを指している（上注 307 参照）。
399）先の 6763(1255) 年の記事では，ヴァイシュヴィルカスは「ホルムのダニールのもとにやって来た」





















402）「ポロニナ」(Полонина) の比定地について，ウクライナ語訳索引はホモラ川 (Хомора) 右岸の城市
（現在のフメリヌィーツィクィイ州ポロンネ (Полонне)）としているが説得的ではない。ロシア語訳注
とコトリャールはカルパチア山脈にあった修道院 [Котляр 2005: С. 322] としており，こちらの可能性
のほうが高い。ただし，具体的な地理についての説明はない。





ていない。ここの「大いなる騒乱」(мятежь... великъ) とは，ブルガリアでは 1256年 8月にアセン朝
のミハイル二世が殺害され，国内ではハンガリー王国やラテン帝国，ニケア帝国を巻き込む内争が展開
された。そのような情勢の中で，ヴァイシュヴィルカスは聖山へ到達できなかったのだろう [Kronika 
halicko-wołyńska 2017: s. 216, przyp. 1370]。
405）1257年頃に開設されたこの修道院は，通説によれば，現在のベラルーシ，グロドノ州グネシチ村




－ 192 － － 193 －
?????????? ??????????????? (12) ? ????????????????1251? 1264??
妃 406）が亡くなった。〔ミンダウガスは〕かの女〔自分の妃〕を哀悼し始めた 407）。かの女の姉妹が，














マイティアの侯でブレヴィチ族 (Булевичи) のヴィスマンタスから略奪した（[ イパーチイ年代記 (10)：
277頁 ] 参照）その妻だった女性と同一人物とされている。なお，ヴィスマンタスは 1251年のミンダ
ウガスとの戦闘で，ヴィキンタス＝タウトヴィラス陣営の軍司令官として戦死している（上注 89参照）。
かの女については，ミンダウガス戴冠についての騎士団側の史料に「マルタ」(Marta, Morta) という洗
礼名が記されている [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 217, przyp. 1372]。公妃の没年は 1262年頃
と推定されている。
407）この「哀悼する」(карити по ней) は特別な儀礼を行うことを指しており，以下に見るように亡き妃
の姉妹を呼び出すための策略であったことが含意されている。
















{ そのとき，} ミンダウガスは自分のすべての軍勢を，ブリャンスク 411）の公 (бряньский 












のトレニオタ」(mit sinem mâgen Traniâte) として言及されている（[Матузова, Назарова 2002: С. 
242]）。
411）「ブリャンスク」(Брянск) は，は，現在のロシアの都市ブリャンスク (Брянск) に相当し，チェルニ
ゴフ公領に属していた。リトアニア人から見ればドニエプル川を左岸から右岸へと渡り，支流のデスナ
川沿岸まで到達しなければならない長路の遠征になる。
412）ロマン [G415] についてはこの個所が初出。ミハイル（チェルニゴフ聖公）[G41] の息子としては年
少だったのだろうチェルニゴフ公領北西のブリャンスクの公だったが，この直後 1263年から 1288年
頃までチェルニゴフの公座に就いている（[Войтович 2006: С. 419]）。
なお，この前後にロマンの娘オリガがウラジーミル・ヴァシリコヴィチ [I1121] と結婚式を挙げてお




414）「ルクリ」(Рукль) と「レペキイ」(Репекьй) は，1262年頃に亡くなった公妃マルタ（上注 406）と
の間にできた息子たちで，臨終の際に公妃がかれらの運命を思って哀訴していることから，まだ年少だっ
たと考えられる（上注 409 も参照）。
－ 194 － － 195 －











































スタフィ (Остафьи) 一人だけが殺された。われらはかれについてすでに書いたことがある 418）。
【リトアニア人のブリャンスク遠征とウラジーミル・ヴァシリコヴィチの結婚：1263 年秋】
さて，先に述べたミンダウガス殺害の年，ブリャンスクの公ロマン [G415] のもとで結婚式
があった。かれは，【862】オリガ (Олга) という名の自分の愛しい娘を，ウラジーミル公 [I1121]，
すなわち，ヴァシリコ [I112] の息子にしてガーリチの大いなる公ロマン [I11] の孫である〔公に〕
嫁がせようとしていた 419）。
















いては，かれの軍司令官フヴァル (Хвал) が行った「大殺戮」についての記事がある（上注 258）。この
遠征もそのような掠奪遠征の一つと考えられる。
－ 196 － － 197 －
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リガ〕は 4 番目で，これがかれにとって最も愛しい〔娘〕だった。〔ロマンは〕かの女に伴わせて，
自分の最年長の息子ミハイル [G4151] と多くの貴族たちを派遣した。


















ヴァイシュヴィルカスは，シヴァルン [S5] と自分の父であるヴァシリコ [I112] の援軍を見て，
大いに喜んだ。そしてかれは軍備を整えると，重装備の軍勢をもって進軍し，デルトヴァの
地 422）(Дявелътв) とナリシアの地 (Нальщаны) の城砦を占領し始めた。城砦を占領すると，自分
の敵どもを撃ち殺し，それから帰郷した。
421）このホルムの聖母教会については，6768(1260)年の項に詳しい記述がなされている（上注 292を参照）。
422）「デルトヴァの地」 (Дявелътв) については，6723(1215) 年の記事で，ユデキ等 4人のリトアニア諸
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